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わき上がる風てロマン(J)

重̂:“

おめでとう

自覚も新に

はたちの春

1月15日第44回成人式が肱川町公民館で、新成人30人を迎えて開催されました。

午前9時からの式典では、 、成人証書の授与、町長式辞、記念品贈呈等があり、最後に

新成人を代表して白石の寺中めぐみさんが、「生きがいのある生活の実現と夢のある郷土

づくりに邁進する」と答辞を述べました。

このあと、肱川町協生出身の坪田守雄先生による「私の人生経験から」と題した記念

講演や、青年団による餅つき等も行われ、新成人を祝い励ましました。

今月号の主な内笞
惑

磁

町民のうごき

.l
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劇第11回健康マラソン大会•…… ••14
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人口 3,506人 (-7)

男 1,695人 (-6)

女 1,8 1 1人(-1) 

世帯数
裟

996幕(-1) 

（平成4年1月31日現在）
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心 ⑲ 園 g涌爬(2)

竣工した嘉城地区

両
地
区
の
道
路
改

良
工
事
を
町
は
平
成

二
年
度
か
ら
、
地
方

改
善
事
業
に
て
進
め

て
ぎ
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
立
派
な
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
道
に
竣
工

し
ま
し
た
。

嘉
城
地
区
で
今
回

改
良
工
事
を
実
施
し

た
八
百
七
十
三
メ

ー

ト
ル
の
区
間
は
、
地

区
と
県
道
山
鳥
坂
名

荷
谷
線
を
結
ぶ
重
要

な
路
線
で
す
が
、
幅

員
が

ニ
メ
ー
ト
ル
程

で
狭
い
上
に
急
勾
配
、

急
カ
ー
ブ
の
連
続
で

し
た
。
地
域
か
ら
の
強
い

要
望
も
あ
り
町
で
は
、

平
成
二
年
六
月
二
十

一
日
か
ら
こ
の
区
間

の
改
良
工
事
に
着
手
。

そ
し
て
こ
の
ほ
ど
幅
員
四
メ
ー
ト

ル
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
が
竣
工
し
ま

し
た
。
総
事
業
費
は
二
億
一
千
三
百

万
円
で
す
。

一
方
、
上
中
野
地
区
で
改
良
工
事

を
実
施
し
た
三
千
七
百
九
十
三
メ
ー

ト
ル
は
、
上
中
野
か
ら
汗
生
を
結
ぶ

主
要
連
絡
道
の
一
部
で
す
。
こ
の
区

間
は
、
砂
利
道
の
上
、
幅
員
が
ニ
・

五
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
多
く
、
ま
た

急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
の
箇
所
が
多
く

あ
り
、
普
段
の
走
行
に
も
支
障
が
で

る
状
況
で
し
た
。

町
で
は
、
平
成
二
年
八
月
十
八
日

に
改
良
工
事
に
着
手
。
そ
し
て
こ
の

ほ
ど
幅
員
三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
道
が
竣
工
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
、
五
億
二
千
四
百
三

十
万
円
で
す
。

両
地
区
の
道
路
改
良
工
事
の
竣
工

に
よ
り
、
日
常
生
活
の
向
上
に
大
い

に
役
立
つ
こ
と
は
も
と
よ
り
、
農
林

業
の
発
展
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

竣工した上中野地区

大
和
集
会
所
新
築
な
る

老
朽
化
が
す
す
ん
で
い
た
大
和
集

会
所
は
、
本
年
度
県
地
域
環
境
整
備

事
業
の
採
択
を
受
け
、
昨
年
九
月
十

八
日
か
ら
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
二
月
一

日
に
こ
の
集
会
所
で
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
和
集
会
所
は
木
造
平
屋
建
瓦
葺

床
面
積
九
七
•
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
集
会
室
十
八
帖
、
陽
だ
ま
り
の

部
屋
十
四
帖
で
合
わ
せ
て
三
十
二
帖

の
広
間
で
使
う
こ
と
も
で
き
、
水
洗

ト
イ
レ
を
完
備
し
た
集
会
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

総
工
事
費
は

一
千
百
五
十
三
万
五

千
円
で
す
。

体
長
一
メ

ー
ト
ル
、
胴

回
り
二
十
五

セ
ソ
チ
、
体

重
ニ
・
八
キ
ロ
も
あ
る
大

ウ
ナ
ギ
が
、

二
月
七
日
鹿

鳴
園
に
仲
間
入
り
し
ま
し

こ。t
 こ
の
大
ウ
ナ
ギ
は
先
ご

ろ
宇
和
海
で
巻
き
網
漁
中

に
漁
獲
さ
れ
、
こ
れ
を
五

十
崎
町
の
大
野
裕
さ
ん
が

も
ら
い
受
け
池
に
放
し
て

い
た
も
の
で
す
。

町
で
は
鹿
鳴
園
で
他
の
魚
と

一

緒
に
飼
っ
て
見
て
は
ど
う
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
大
野
さ
ん
に
申

し
込
ん
だ
と
こ
ろ
気
持
ち
よ
く
ゆ

ず
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿鴫園に大ウナギ

るのう三
と生に時大
話命元間野
し力気もさ
てのに氷ん
い強なのは
まさる中‘
すにとに →
°感 はい雑
心ーて角

Jヽヽヽ

さ ともと
せウこ:..........
らナの緒
れギよに

........................................................................................................................................................................... 
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大イノシシを射止めた皆さんと120キロのイノシシ

小
雪
の
残
る
一
月
十
九
日
（
日
曜

日
）
、
岩
谷
ハ
ソ
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
そ
の
仲
間
十
二
人
が
、
な
ん
と

百
二
十
キ
ロ
も
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
イ

ノ
シ
シ
を
町
内
上
森
山
の

山
中
で

見
事
射
止
め
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す。

上
の
中
畦
重
光
さ
ん
（
役
場
勤
務
）

が
二
発
を
命
中
さ
せ
、
見
事
ジ
ャ
ソ

ボ
イ
ノ
シ
シ
を
射
止
め
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
話
に
よ
る
と
、

「こ

の
よ
う
な
大
物
の
イ
ノ
シ
シ
を
地
元

の
山
で
射
止
め
た
の
は
今
回
が
初
め

て
の
こ
と
で
大
変
う
れ
し
い
。
病
み

つ
ぎ
に
な
り
そ
う
だ
…
。
」
と
大
物

猟
の
だ
い
ご
味
を
興
奮
気
味
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
夜
は
さ
っ
そ
く
み
ん
な
で
ボ

タ
ソ
鍋
を
囲
み
、
夜
の
ふ
け
る
の
も

忘
れ
て
イ
ノ
シ
シ
猟
談
義
に
花
が
咲

ぎ
、
美
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
ま
し

こ。t
 

肱
川
町
で
は
、
人
口
の
定
住
を
図

る
た
め
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
町

営
住
宅
の
建
設
に
取
り
組
み
、
す
で

に
、
鹿
野
川
、
下
石
丸
、
中
野
、
岩

谷
、
予
子
林
、
萩
野
尾
団
地
の
六
団

地
が
完
成
し
、
四
十
世
帯
が
入
居
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
大
谷
地
区
の
久
保
団

地
に
三
戸
、
広
常
団
地
に
二
戸
、
計

四
戸
の
建
設
を
進
め
て
お
り
三
月
末

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
完
成
す
る
町
営

住
宅
の
入
居
希
望
者
を
次
の
要
領
で

募
集
い
た
し
ま
す
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成

四
年
―
―
―
月
二
十
一
日
ま
で
に
建
設
課

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎

家

賃

二

万

一
千
円

◎

条

件

・
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
あ
る
人
。

・
入
居
時
に
家
賃
一
ニ
ヶ
月
分
を
敷
金

と
し
て
納
付
で
き
る
人
。

・
収
入
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
基

準
に
合
致
す
る
こ
と
（
各
種
控
除

後
の
収
入
月
額
が
一
―
万
五
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
）

・
男
子
六
十
歳
、
女
子
に
つ
い
て
は

五
十
歳
以
上
の
人
は
単
身
で
も
入

居
出
来
ま
す
。

※
浄
化
槽
の
管
理
料
な
ど
は
、
入

居
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
申
込
方
法

申
込
用
紙
は
、
建
設
課
に
あ
り
ま

現在建設中の広常団地

町
営
住
宅
人
居
者
券
集

3月1日から“暴力団対策法が施行＂

す。

◎
選
考
方
法

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。

◎
入
居
開
始

平
成
四
年
四
月
一
日
以
降

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

［三ない運動〕

*
＊
*
 

暴力団を恐れない

暴力団を利用しない

暴力団に金を渡さない

を推進しましょう。

最
近
の
暴
力
団
は
、
善
良
な

市
民
を
巻
き
添
え
に
し
た
抗
争

事
件
を
繰
り
返
し
て
勢
力
を
拡

大
し
な
が
ら
、
そ
の
威
力
を
利

用
し
て
膨
大
な
活
動
資
金
を
得

て
お
り
ま
す
。

暴
力
団
の
不
法
、
不
当
な
行

為
を
規
制
す
る
た
め
三
月
一
日

か
ら
「
暴
力
団
対
策
法
」
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

暴
力
団
に
関
す
る
情
報
を
大

洲
警
察
署
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
大
洲
警
察
署

6
二
四
ー
ニ
―
七
五
）
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こ
の
た
び
、
地
域
活
性
化
セ
ソ
タ
ー

（
財
）
主
催
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
ち
づ

く
り
・
む
ら
お
こ
し
視
察
調
査
」

（
十
月
二
十
六
日
ー
十

一
月
八
日
、

十
四
日
間
）
に
参
加
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
（
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
シ
テ
ィ
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ソ
づ
く
り
）
、
ド
イ
ツ
（
ヴ
ィ

ス
バ
ー
デ
ソ
の
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
づ
く

り
）
、
オ
ラ
ソ
ダ
（
ア
ー
ル
ス
メ
ア

花
市
場
）
、
ス
イ
ス
（
ブ
リ
エ
ソ
ッ

木
彫
学
校）

、

フ
ラ
ソ
ス
（
パ
リ
の

再
開
発
地
域
）
、
自
治
体
国
際
化
協

会
の
パ
リ

・
ロ
ソ
ド
ソ
事
務
所
等
を

訪
問
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
自
治
体
職
員
二
十
四
名
、

民
間
企
業
三
名
、
事
務
局
三
名
、
源

乗
員
二
名
の

三
十
二
名
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
四
班
に
分
か
れ
て
報
告

書
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
私
が
担

当
し
た
「
ド
イ
ツ

・

ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
の

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
報

告
い
た
し
ま
す
。

ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
市
の
人
口
は
、

現
在
約
二
十
七
万
人
。
ド
イ
ツ
国
内

に
あ
っ
て
は
中
都
市
に
あ
た
る
が

一

九
四
八
年
よ
り
ヘ
ッ
セ
ソ
州
の
州
都

と
な
り
、
市
内
に
は
警
視
庁
、
統
計

局
の
建
物
な
ど
が
あ
る
。
同
じ
州
の

フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
か
ら
西
へ
約
四

0

km
。
ラ
イ
ソ
川
に
程
近
い
所
に
位
置

し
、
バ
ー
デ
ソ
・
バ
ー
デ
ソ
と
並
ん

で
ド
イ
ツ
で
最
も
由
緒
あ
る
温
泉
保

養
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
が
産
業
・
商
業

中
心
の
町
で
あ
る
の
に
対
し
、
ヴ
ィ

ス
バ
ー
デ
ソ
は
日
本
で
い
う
コ
ソ
ベ

ソ
シ
ョ
ソ
シ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
保
険
・

金
融
の
町
で
も
あ
る
。
緑
の
丘
陵
に

囲
ま
れ
、
町
自
体
が
ひ
と
つ
の
公
園

の
よ
う
な
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
に
は
、

独
特
の
優
雅
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い

る
。
町
の
中
心
に
は
、
社
交
セ
ソ
タ
ー

と
も
い
う
べ
き
ク
ア
ハ
ウ

ス
が
あ
る

ほ
か
、
設
備
の
行
き
届
い
た
温
泉
保

養
所
が
何
軒
も
あ
り
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
長
期
滞
在
客
で
賑
う
。
ま

た
、
一
八
九
四
年
創
立
の
国
立
劇
場

を
中
心
に
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
コ
ソ

サ
ー
ト
な
ど
が
年
間
を
通
じ
て
開
催

さ
れ
る
『
芸
術
の
都
』
で
も
あ
り
、

伝
統
あ
る
カ
ジ
ノ
は
国
際
的
に
も
知

ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
は
、
フ
ラ
ソ
ク

フ
ル
ト
の
郊
外
と
い
っ
て
も
電
車
、

バ
ス
、
車
で
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
の
距

離
に
あ
り
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
に
所

ヘ
ッ
セ
ン
州
の
州
都

ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ン

温
泉
の
歴
史

用
が
あ
っ
て
も
、
宿
は
ヴ
ィ
ス
バ
ー

デ
ソ
に
と
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
多
く
の
温
泉

と
同
じ
よ
う
に
、
古
代
ロ
ー
マ
人
に

よ
っ
て
発
見
、
開
発
さ
れ
た
温
泉
で

あ
る
。
地
中
海
に
面
し
た
気
候
温
暖

な
イ
タ
リ
ア
地
方
か
ら
、
寒
冷
の
北

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
遠
征
し
て
来
た
古
代

ロ
ー
マ
人
は
、
好
ん
で
温
泉
を
発
見

し
た
よ
う
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
、
全
ョ
ー

ロ
ッ
パ
の
貴
族
階
級
の
社
交
場
と
し

て
活
用
さ
れ
、
な
か
で
も
ド
イ
ツ
最

後
の
皇
帝
ヴ
ィ
ル
・
ヘ
ル
ム
ニ
世
は
、

五
月
の
離
宮
と
し
て
毎
年
ヴ
ィ
ス
バ
ー

デ
ソ
に
来
て
社
交
を
楽
し
み
、
ク
ア

ハ
ウ
ス
の
建
設
等
こ
の
地
の
発
展
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、

第

一
次
世
界
大
戦
後
は
、
社
交
を
楽

し
む
た
め
だ
け
に
数
週
間
も
滞
在
で

き
る
よ
う
な
富
豪
階
級
が
減
少
し
、

温
泉
保
養
中
心
と
な
っ
て
き
た
よ
う

で
あ
る
。

現
在
は
、
二
十
六
本
の
温
泉
の
源

泉
が
あ
り
、
最
高
温
度
は
六
十
七
℃
、

日
量
ニ

ニ
0
万
ー
の
混
泉
が
消
き
出

し
て
い
る
。
主
に
治
療
用
と
し
て
使

わ
れ
、
特
に
リ
ュ
ー
マ
チ
の
治
療
に

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
で

は
公
立
や
民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

保
険
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
設
け
、
「
医
療
的
保
養
」
と
し

て
多
く
の
人
た
ち
に
提
供
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
温
泉
プ
ー
ル
を
は
じ
め
建

イ

観

光

客

ア 物
の
暖
房
に
も
使
わ
れ
て
い
た
。

源
泉
の
所
有
権
は
、
昔
か
ら
営
業

し
て
い
る
三
つ
の
ホ
テ
ル
が
そ
れ
ぞ

れ
所
有
権
を
持
っ
て
い
る
以
外
は
、

全
て
市
が
所
有
し
、
管
理
は
ク
ア
ハ

ウ
ス
で
行
っ
て
い
た
。

訪
れ
る
客
層

こ
こ
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
は
観
光
業

も
盛
ん
で
、

一
九
九

0
年
の
資
料
に

よ
る
と
四
十
四
万
人
の
客
が
訪
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
宿
泊
し
た
の
は
ほ

ぼ
一

0
0％
で
あ
り
、
一
―

0
万
回

市
内
に
あ
る
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド
が
使

わ
れ
た
計
算
に
な
る
。
な
お
、
ヴ
ィ

ス
バ
ー
デ
ソ
に
訪
れ
た
人
の
内
訳
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

仕
事
の
関
係

全
体
の
九

0
％
を
仕
事
で
訪
れ
た

人
が
占
め
る
。

メ
ッ
セ
の
会
場
が
あ
る
た
め
、
仕

事
の
関
係
で
訪
れ
る
人
が
多
い
。
ま

た
、
ラ
イ
ソ
マ
イ
ソ
ホ
ー
ル
と
い
う

会
場
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物

が
行
え
る
。
見
本
市
や
メ
ッ
セ
の
ほ

か
会
議
も
行
え
る
し
、
ク
ア
ハ
ウ
ス

の
中
で
も
会
議
な
ど
が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

全
体
の
八
％
が
観
光
の
た
め
に
訪

れ
る
。ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
の
近
く
に
は
、

ラ
イ
ソ
川
の
対
岸
に
あ
る
マ
イ
ソ
ッ

市
の
よ
う
な
一

0
0
0年
以
上
の
歴

ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
の
顔
と
も
い
う

ベ
ぎ
こ
の
建
物
は
、
皇
帝
ヴ
ィ
ル
・

四
ク
ア
ハ
ウ
ス

史
を
持
つ
町
が
あ
る
ほ
か
、
三
十
分

ほ
ど
車
で
走
る
と
ラ
イ
ソ
ガ
ウ
と
い

う
ワ
イ
ソ
の
産
地
と
し
て
も
有
名
で
、

ラ
イ
ソ
川
観
光
で
お
客
を
集
め
る
よ

う
な
小
さ
な
田
舎
町
も
あ
る
。
気
軽

に
足
を
伸
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
を
起
点
に
週

末
を
利
用
し
て
ド
イ
ツ
国
内
か
ら
訪

れ
る
人
が
多
い
。

そ
の
他
、
外
国
か
ら
訪
れ
る
人
も

近
年
多
く
、
一
九
九

0
年
に
日
本
で

ツ
ー
リ
ス
ト
・
メ
ッ
セ
が
行
わ
れ
た

際
に
出
店
し
た
関
係
で
、
日
本
か
ら

の
客
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
は
、
ヴ
ィ
ス
バ
ー

デ
ソ
市
と
友
好
関
係
の
あ
る
各
都
市

の
ほ
か
、
ス
ペ

1
ソ
、
フ
ラ
ソ
ス
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
訪
れ
る
人
が
多
い
。

全
体
の
二
％
が
リ
ュ
ー
マ
チ
治
療

と
保
養
の
た
め
に
訪
れ
る
。

世
界
的
に
も
リ
ュ
ー
マ
チ
治
療
が

有
名
な
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
に
は
、
リ
ュ
ー

マ
チ
治
療
の
た
め
の
質
の
高
い
専
門

の
医
者
が
い
る
病
院
が
あ
り
、
リ
ュ
ー

マ
チ
治
療
の
た
め
の
ベ
ッ
ド
数
も
千

床
を
数
え
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の

病
院
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
、
い

ろ
い
ろ
な
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め

の
専
門
の
病
院
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
以

外
か
ら
も
診
療
の
た
め
に
訪
れ
る
。

ウ
保
養
と
本
格
的
な
治
療
の
た
め
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ヘ
ル
ム
ニ
世
に
よ
っ

て
一
九

0
五

l
―
九

0
七
年
に
建
て
ら
れ
、

社
交
の
場
と
し
て
オ
ー

プ
ソ
し
た
一

一度
目
の

建
物
で
あ
る
。
以
前

（
一
八
一
〇
！
一
八

九

0
年
）
に
は
、
小

さ
な
ク
ア
ハ
ウ
ス
が

あ
っ
た
が
、
ヴ
ィ
ス

バ
ー
デ
ソ
が
世
界
的

な
保
養
地
と
し
て
有

名
に
な
る
に
つ
れ
て
、

施
設
が
狭
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
一
八
一
〇

年
当
時
の
柱
を
残
し

て
大
改
造
工
事
が
行

わ
れ
今
の
形
に
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
第

“
二
次
世
界
大
戦
後
一
時
ア
メ

リ
カ
軍

に
占
領
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
一

年
に
返
還
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て
い

る。
日
本
で
言
う
ク
ア
ハ
ウ
ス
と
は
、

お
風
呂
等
温
泉
設
備
が
整
っ
た
温
泉

保
養
施
設
の
こ
と
を
言
う
が
、
本
場

ド
イ
ツ
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
内
に
は
温
泉

施
設
な
ど
な
く
、
社
交
の
場
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
は
、
三
角
の

屋
根
を
六
本
の
長
い
ギ
リ
シ
ャ
風
の

列
柱
で
支
え
た
エ
ン
ト
ラ
ソ
ス
と
そ

の
後
ろ
の
ド
ー
ム
を
中
心
に
し
て
、

両
翼
に
張
り
出
し
た
古
典
的
な
美
し

い
建
物
で
あ
る
。
全
面
に
は
、

二
つ

の
噴
水
を
持
つ
広
い
芝
生
を
挟
ん
で
、

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
並
木
、
道
路
、
そ

し
て
何
本
も
の
列
柱
が
並
ん
だ
コ
ロ

ネ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
長
く
美
し
い
建

物
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
コ
ロ
ネ
ー
ド
と
シ

ア
タ
ー
コ
ロ
ネ
ー
ド
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
左
右
対
称
的
に
整
然
と
並
ん
で
い

こ。f
 ク
ア
ハ
ウ
ス
内
部
に
は
、
十
一
の

大
・
中
・
小
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ー
ル
の

ほ
か
レ
ス
ト
ラ
ソ
な
ど
も
あ
り
、
ド

イ
ツ
国
内
外
の
会
議
、
会
合
、
集
会
、

展
覧
会
、
式
典
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
大

ホ
ー
ル
は
、
コ
ソ
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、

コ
ソ
グ
レ
ス
ホ
ー
ル
と
し
て
造
ら
れ

た
物
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
て
お
り
、
年
に
一
度
の
ワ
イ
ソ
の

試
飲
会
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
広
さ

は
、
六

0
0面
。
客
席
を
入
れ
る
と

一
、
二

0
0面
に
な
る
。
特
に
こ
の

大
ホ
ー
ル
は
、
一
九
八
三

i
一
九
八

七
年
に
市
が
、
五
、
五

0
0万
マ
ル

ク
（
約
四
十
五
億
円
）
の
改
造
費
用

を
か
け
て
補
修
工
事
を
行
い
最
新
設

備
が
装
備
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
内
で
は
カ
ジ

ノ
も
開
催
さ
れ
、
毎
日
午
後
三
時
か

ら
深
夜
一
一
時
（
土
曜
日
は
三
時
）
ま

で
開
か
れ
る
。

一
九
九

0
年
の
統
計
に
よ
る
と
年

間
一
、
二

0
0
回
も
の
催
し
が
行
わ

れ
、
う
ち
大
ホ
ー
ル
は
二
百
六
十
八

回
利
用
さ
れ
て
い
た
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
州
が
運
営
し
、
こ

の
中
に
は
観
光
局
の
部
門
も
入
っ
て

い
て
、
市
の
中
の
い
ろ
ん
な
レ
ス
ト

ラ
ソ
や
ホ
テ
ル
の
ほ
か
別
の
州
の
レ

ス
ト
ラ
ソ
や
ホ
テ
ル
に
も
ク
ア
ハ
ウ

ス
内
で
企
画
す
る
各
施
設
の
催
し
等

ガイザー・フリードリッヒ・バード（温泉療養施設）

こ
の
施
設
は
、
バ
ー
デ
ソ
バ
ー
デ

五
カ
イ
ザ
ー
・

｀
＼
ー
ド

J
 

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

の
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
す
る
ほ

か
、
ホ
テ
ル
の
予
約
、
会
議
場
の
貸

し
出
し
や
ク
ア
ハ
ウ
ス
と
ラ
イ
ソ
マ

イ
ソ
ホ
ー
ル
の
予
定
の
調
整
な
ど
も

行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ク
ア
ハ
ウ
ス

の
ほ
か
カ
イ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ

・
バ

ー
ド
や
オ
ペ
ル

・
バ

ー
ド

（
ス
イ
ミ
ソ
グ
プ
ー
ル
）
、
タ
ー
マ

ル
バ
ー
ド
の
四
節
所
を
管
理
し
て
い

る。

ソ
を
モ
デ
ル
に
、
一
九
―
―
―
一
年
ア
ー

ル
ヌ
ー
ボ
ー
調
の
建
築
様
式
で
建
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
部
の
壁
画

に
は
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
目
標
に
出

来
る
よ
う
な
健
康
美
を
中
心
と
し
た

絵
が
描
か
れ
て
い
た
。

気
候
と
関
係
す
る
の
か
、
寒
く
て
、

乾
燥
す
る
期
間
が
多
い
こ
の
地
方
で

は
、
リ
ュ
ー
マ
チ
患
者
が
比
較
的
多

い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
の

温
泉
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
は
、
リ
ュ
ー
マ
チ
治
療
の

ほ
か
身
体
障
害
や
神
経
関
係
の
治
療

に
も
よ
く
効
く
た
め
、

一
九
六
二
年

か
ら
リ
ュ
ー
マ
チ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

併
設
し
、
今
で
は
公

立
や
民
間
の
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
保
険
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
設
け
、
多

く
の
患
者
に
人
気
が

あ
る
。こ
の
カ
イ
ザ
ー
・

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

バ
ー
ド
は
、
日
本
で

言
う
ク
ア
ハ
ウ
ス
の

モ
デ
ル
に
な
っ
た
温

泉
保
養
施
設
で
あ
り
、

実
際
に
温
泉
を
使
っ

て
治
療
が
行
わ
れ
て

、
こ
。

し

tこ
こ
に
来
る
人
は
、

ド
イ
ツ
国
内
の
医
者

か
ら
処
方
箋
を
も
ら
っ

て
送
り
込
ま
れ
て
く

る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

一
般
に
は
、
身
体
障
害
の
あ
る
人

た
ち
の
た
め
に
水
中
休
操
が
で
ぎ
る

施
設
と
、
電
波
を
使
っ
て
マ
ッ
サ
ー

ジ
効
果
を
発
揮
し
血
液
の
循
環
を
よ

く
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
風
呂
に
入
っ
た
患
者

に
非
常
に
勢
い
を
も
っ
た
湯
を
吹
き

付
け
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
設
備
を
持
っ

た
風
呂
（
ウ
ソ
タ
バ
ッ
サ
ー
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
の
ほ
か
、
赤
外
線
を
使
っ

た
治
療
や
健
康
体
操
室
を
設
け
て
、

脊
髄
体
操
の
指
導
も
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

一
般
の
人
た
ち
が
休

暇
を
利
用
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ

の
た
め
に
利
用
出
来
る
よ
う
な
蒸
気

風
呂
や
サ
ウ
ナ
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。

二
階
に
は
、
温
泉
を
使
っ
た
浴
槽

が
あ
る
。
こ
こ
は
、
蒸
気
風
呂
や
冷

水
風
呂
に
繰
り
返
し
入
る
事
に
よ
り

治
療
す
る
も
の
で
、
治
療
時
間
は
三

時
間
に
及
ぶ
。
ま
た
、
火
山
灰
に
よ
っ

て
で
き
た
泥
を
患
部
に
塗
り
付
け
て

治
療
を
す
る
設
備
も
あ
る
。

三
ー
四
階
は
、
リ
ュ
ー
マ
チ
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
り
、
ベ
ッ
ト

数
は
一

0
0床
で
普
通
の
病
院
と
同

じ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
｀
般
的
に

リ
ュ
ー
マ
チ
治
療
な
ら
四
週
間
が
目

安
で
、
治
療
に
は
ド
イ
ツ
国
内
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
等
ド
イ
ツ
語
圏
内
か
ら
の
患

者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
治
療

施
設
を
利
用
す
る
患
者
は
大
変
多
く
、

時
期
に
よ
っ
て
は
数
週
間
待
た
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
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”
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一

九
七
六
年
に
こ
の
温
泉
プ
ー
ル
が
建

設
さ
れ
た
。

こ
こ
の
温
泉
プ
ー
ル
は
、
カ
イ
ザ
ー

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
バ
ー
ド
の
下
か

ら
湧
き
出
し
て
い
る
温
泉
を
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ソ
で
引
ぎ
入
れ
て
い
る
。

温
泉
水
に
は
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
プ
ー
ル
が
濁
ら
な
い

よ
う
、
カ
イ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
・
バ
ー
ド
の
機
械
室
で
鉄
分
を
取

り
除
か
れ
て
か
ら
送
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、
こ
の
温
泉
に
は
塩
分
も
非
常

に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

室
内
用
と
屋
外
用
の
プ
ー
ル
が
あ

り
、
水
温
は
三
0
ー
三
三
℃
で
あ
る ターマルバード（温泉プール）

ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
市
内
に
は
、
実

に

一
日
ニ
ニ

0
万
［
と
い
う
大
量
の

温
泉
が
湧
き
出
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
以
前
は
あ
ま
り
有
効
利
用

＇ /‘ 

タ
ー
マ
ル
バ
ー
ド

室内プール

た
め
寒
い
冬
の
季
節
で
も
屋
外
で
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ー
ル
の
大
き

さ
は
、
室
内
用
プ
ー
ル
の
方
が
四
〇

0
面
、
屋
外
用
が
三

0
0面
で
あ
る
。

入
場
料
は
、
一
日
九
マ
ル
ク
で
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
ル
ー
ム
、
ソ
ラ
リ
オ
ソ
、

ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
る
。

プ
ー
ル
の
利
用
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で
で
、
年

間
四
十
ニ
ー
四
十
五
万
人
の
利
用
者

が
あ
る
。

こ
こ
は
、
プ
ー
ル
の
ほ
か
に
サ
ウ

ナ
な
ど
の
設
備
も
非
常
に
よ
く
整
備

さ
れ
て
い
る
た
め
、
治
療
の
た
め
だ

け
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
楽
し
み
の
た
め
に
訪
れ
る
人
も

多
く
、
そ
の
割
合
は
半
々
位
で
あ
る
。

し
か
し
、
治
療
や
健
康
保
持
の
目
的

で
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
プ
ー
ル
に
は
指
導
員
が
置
か
れ
、

プ
ー
ル
に
入
っ
て
い
る
時
間
な
ど
利

用
上
の
制
限
を
設
け
て
い
る
の
で
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら
飛
び
込
む
な
ど

の
行
為
は
許
さ
れ
な
い
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
が
管
理
し
て
い
る
他

の
施
設
は
、
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
か
ら

助
成
金
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
プ
ー

ル
は
独
立
採
算
で
充
分
経
営
が
成
り

立
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
温
泉
保
養
地
の
な
か
で

も
、
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ

ソ
は
バ

ー
デ
ソ

バ
ー
デ
ソ
と
並
ん
で
世
界
的
に
も
有

名
で
あ
る
が
、
日
本
人
が
温
泉
保
養

地
と
い
う
言
薬
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る

も
の
と
は
か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
こ

と
を
感
じ
た
。

日
本
の
温
泉
地
と
い
う
と
湯
治
場

の
よ
う
な
ひ
な
び
た
温
泉
地
か
、
ネ

オ
ソ
の
輝
く
温
泉
地
の
ど
ち
ら
か
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
し
か
し
、
私
た

ち
が
視
察
し
た
ヴ
ィ
ス
バ
ー
デ
ソ
は
、

こ
れ
ま
で
記
述
し
て
き
た
よ
う
に
保

養
の
た
め
に
温
泉
が
活
用
さ
れ
て
ぎ

た
た
め
に
、
市
内
に
は
オ
ペ
ラ
や
コ

ソ
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
施
設

が
あ
る
ほ
か
、
広
々
と
し
た
公
園
の

整
備
も
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
に
な
っ

て
温
水
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
が
つ
く

ら
れ
る
な
ど
、
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
化
し

つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
古
い
歴
史
を
持
っ
た

都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
温
泉
療
養
の

町
と
し
て
、
ま
た
、
各
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ソ
ベ
ソ
シ
ョ

ソ
シ
テ
ィ
と
し
て
も
成
功
し
て
い
る

街
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

七

ま

と

め

今
回
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
五
ヶ
国

を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
理
事
者
を
は
じ
め
関
係

職
員
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
分
を
見
た
だ

け
で
す
が
、
各
国
と
も
都
市
景
観
が

美
し
く
、
歴
史
と
伝
統
が
生
き
て
お

り
、
雄
大
な
自
然
の
美
し
さ
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
大
国
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
日
本
で
す
が
、

真
の
豊
か
さ
と
い
う
点
で
は
、
ま
だ

ま
だ
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
で
あ
っ

た
国
や
都
市
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が

で
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
今
後
の

職
務
遂
行
の
上
で
少
し
ず
つ
で
も
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

風

お

こ

し

対

策

室

片

山

政

治

平
成
三
年
四
月
か
ら
、
学
生
の
皆

さ
ん
も

二
十
歳
に
な
れ
ば
全
員
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
第
一
号
被
保

険
者
と
し
て
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
が

卒
業
後
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の

道
を
選
び
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
国
民
年
金
の

第
二
号
被
保
険
者
と
な
り
加
入
種
別

が
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
学
生
期
間
中
に
、
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の

あ
る
方
は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
場

合
、
保
険
料
納
付
済
期
間
に
比
べ
て

三
分
の
一
の
額
に
な
り
満
額
の
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
免
除
を
受
け
て
い
た

方
が
、
そ
の
後
生
活
に
余
裕
が
で
き

て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
十
年
前
ま

で
遡
っ
て
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
の
全
部
ま
た
は
、
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん

就
職
し
た
ら

国
民
年
金
の
届
け
出
を
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肱川町長寿番付表

c 

（平成4年1月31日現在）

四前鴎

東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 年齢 番付 部落名 氏 名 生年月日 年齢

柳 増田 ヨリ 明治228 5- 100 横綱 白 石 寺中 サヲ 明治275. 3 97 

上嵯餓谷．高橋 安一 明治27.11.14 97 大関 下鹿野川 亀田 ヌイ 明治28.5 8 96 

上鹿野川 大越モ トヱ 明治28.7. 30 96 関脇 広 常 竹田、ンゲヨ 明治293.14 95 

上鹿野）II冨永 廣 明治30.4.27 94 小結 山 槌 池田コマッ 明治30.11.20 94 

中居谷 西本カメヨ 明治311. 30 94 前頭筆頭 中居谷 櫻田ミサヲ 明治321 13 93 

森 兵頭猪三雄 明治32.5. 7 92 2 上鹿野川 米田フクヱ 明治32.7 LS 92 

小 藪 福森 、ンズヱ 明治328.13 92 3 広 常 士井 民 明治32.11.18 92 

大 和 東 琢雄 明治3212. 3 92 4 士ノ’七‘ 栄 上野サカヱ 明治32.12.17 92 

大屋敷 宮本キミェ 明治33_.1 4 92 5 中 野 曽根イシヱ 明治33.1.12 92 

郷 栗田クニヱ 明治33.1. 30 92 6 郷 高岡 ミヱ 明治336.14 91 

森 浅井サカヱ 明治33.8 22 91 7 汗 生 尾下トクヲ 明治33.10.4 91 

上森山 石川トシヱ 明治34.1. 8 91 8 町 大野 誠 ．、明治34.1.15 91 

中 津 二宮タヨリ 明治34.6. 3 90 ， 協 生 沖田夏五郎 明治346.14 90 

肱 栄 菅野 重吉 明治34.8. 8 90 10 大 平 竹本ツルヲ 明治34.9. 6 90 

白 石 三好セヲリ 明治34.9. 30 90 11 中 野 山田 コイ 明治34.109 90 

月野尾 吉甲氷‘ ミ‘ ノル 明治34.10.10 90 12 郷 松田 ヌイ 明治34.12.5 90 

上敷水 曽我部キクヨ 明治35.2 4 89 13 
.凩, 
造 門多ヨシノ 明治35.4.25 89 

小 藪 萬岡 末光 明治35.5 31 89 14 小 倉 和氣幸次郎 明治357. 1 89 

中居谷 崎野タカミ 明治35.7.10 89 十両 大 平 二宮ヒ ロミ 明治35.8.16 89 

上嵯餓谷 高橋チトセ 明治35.12.15 89 2 市之畦 堀内カヲル 明治35.12.17 89 

中居谷 松田佐津喜 明治3512.14 89 3 中居谷 金平寅五郎 明治36.1 11 89 

八重栗 芦匡！ 氷‘ 久吉 明治36.9. 7 88 4 大 和 出水サカエ 明治36.10.21 88 

中居谷 山脇 作市 明治36.11.11 88 5 菟野尾 久保ミヨシ 明治36.1224 88 

上鹿野川 松岡、ンズカ 明治37.2.12 87 6 上嵯餓谷 和氣 久衛 明治372. 23 87 

下敷水 和氣ハッョ 明治37.6. 6 87 7 瓜生谷 山下 ソメヨ 明治37.7.16 87 

中 野 松尾、ンズカ 明治37.7. 23 87 8 協 生 坪田 嘉儀 明治37.9 1 87 

下敷水 帽子 コト 明治37.11.22 87 ， 市之畦 保積チ9ヨノ 明治381.15 87 

中 津 二宮キクヨ 明治38.1.18 87 10 中 野 谷 ヒサヨ 明治381 20 87 

議会議長冨；ガ＜ 計次 民生総務芦f田 義盛 町 長}こ里f 和
行司老連会長宮田 静検査役収入役森 繁 歓進元
助 役分＜田 利幸 町民課長佑：ク、伍さ慧[_ 社協会長ネ畠田 保

毎
年
恒
例
の
肱
川
町
長
寿
番
付
が
さ
ん
九
十
七
歳
で
す
。

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

今

年

も

、
昨
年
と
同
じ
く
前
頭
十

東
の
横
網
に
は
西
の
横
網
で
あ
っ

二
枚
目
ま
で
は
九
十
歳
台
で
す
。

た
柳
の
増
田
ョ
リ
さ
ん
酉
歳
が
、
そ

男

女

の

割

合

で

見

て

み

ま

す

と

な

し
て
西
の
横
網
は
白
石
の
寺
中
サ
ヲ
ん
と
、
五
十
六
人
中
女
性
が
四
十
一

人
と
全
体
の
約
七
割
を
占
め
、
女
性

上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
が
お
元
気
で
楽
し

い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
、
不
老

長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
番
付
の
年
齢
は
平
成
四
年
一
月
―
――

十

一
日
現
在
の
も
の
で
す
。

誕
生
日
が
来
た
ら
、
こ
の
表
の
年

齢
に
一
歳
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

No.＜ーーー刀虐切っu九ァ）⑫

お父さん
仁さん
お母さん
悦子さん_(31歳）

(31歳）

ゆ

か

画
尾
由
香
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

平
成
2
年
2
月
1
4
日
生

2
歳

自
動
車
に
関
心
が
あ
り
、
車

に
乗
る
と
、
ハ
ソ
ド
ル
・
ワ
イ

パ
ー
の
ス
イ

ッ
チ
な
ど
動
く
物

に
触
り
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
の
自
動
車
で
遊
ん

だ
り
ボ
ー
ル

・
風
船
な
ど
を
投

げ
た
り
、
蹴
っ
た
り
し
て
い
ま

す。

皆
ん
な
か
ら
年
の
わ
り
に
は
、
大

ぎ
い
と
か
、
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る

と
か
言
わ
れ
て
ま
す
。

元
気
で
明
る
＜
思
い
や
り
の
あ
る

子
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま

す。 山
下
直
人
く
ん
（
菟
野
尾
）

平
成

2
年
3
．月
26
日
生

1
歳
11
か
月

お父さん
光幸さん(39歳）
お母さん
美智子さん(28歳） 『—i 
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入 所 案 内＞
 

愛媛県身体障害者更生指導所

1.目的
身体障害者を入所させ、その更生に必要な訓練および指導を行います。

2.入所生の要件
身体障害者手帳の交付を受けた15歳以上の重度 (1、2級）の肢体不自

由者又は内蔵の機能に重度 (1、2級）の障害のある者で、職業的更生が

見込まれる者又は職業的更生は困難であるが少なくとも自助動作の機能回

復の可能性がある者です。

3.訓練科目
パーソナルコソピューター科、ワードフ゜ロセッサー科、写植科、

科、電気科、洋服科、編物科、洋裁科、手工芸科

4.費用
入所後の費用は、入所生又は主たる扶養義務者がその一部を負担しなけ

ればなりません。

なお、詳細については

八幡浜地方局保護課 [TEL0894-24-4111'（代）］

又は、愛媛県身体障害者更生指導所 (TEL0899ー 25ー 2956)へ
お問い合わせ下さい。

タイプ

自衛官募集

自衛隊では、若人が入隊活躍され

ることを期待しております。

1．応募資格： 18歳以上～27歳未満

2．身分：特別職国家公務員
3．給与：初任給（月額142,800円）
期末、勤勉手当（年 3回：合計5.45
カ月分）の他各種手当が職務や勤

務条件によって支給されます。

4．衣食住：食事、宿舎費が無料の

他、被服等もすべて無料で支給又

は貸与されます。
5．任期制隊員については、特別退職

手当が支給されます。
1任期 (2年：陸上）

終了時100日分 (545,300円）

※入隊を希望される方は、肱川町役
場総務課または自衛隊愛媛地方連
絡部 (TEL24-4123)まで御連
絡ください。

「
口
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
歯
が

あ
る
か
ら
、
一
本
く
ら
い
抜
け
て
も

た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
か
「
入

れ
歯
が
あ
る
か
ら
自
分
の
歯
が
抜
け

て
も
大
丈
夫
」
と
考
え
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
で
た
っ
た
一
本

で
も
抜
け
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う

こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

〈
奥
歯
一
本
抜
い
た
だ
け
で
か
む
カ

が
違
い
ま
す
〉

物
を
か
む
の
に
も
っ
と
も
よ
く
使

う
歯
は
、
第

一
大
臼
歯
と
よ
ば
れ
る

奥
歯
で
す
。
こ
れ
は
永
久
歯
の
中
で

最
初
に
で
て
く
る
歯
で
、
六
歳
臼
歯

と
も
よ
ば
れ
、
ム
シ
歯
や
歯
ぐ
き
の

病
気
で
も
っ
と
も
失
わ
れ
や
す
い
歯

で
す
。

◎
◎
R
④
◎
R
⑱
@
 

歯
が
一
本
欠
け
て
も

食
生
活
に
影
響
が

こ
の
歯
を

一
本
失
う
と
、
食
べ
物

を
か
み
こ
な
す
は
た
ら
き
が
正
常
な

人
に
比
べ
て
約
六
五
パ
ー
セ
ソ
ト
ま

で
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
奥
歯

を
次
々
と
失
う
と
、
入
れ
歯
を
し
て

も
正
常
な
人
の
わ
ず
か

三
0
パ
ー
セ

ソ
ト
し
か
か
み
こ
な
せ
ま
せ
ん
。

何
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
に
は
、

た
く
さ
ん
の
歯
が
必
要
で
す
。
次
の

よ
う
に
、
歯
の
数
が
少
な
く
な
る
と

ど
う
し
て
も
、
食
生
活
は
限
ら
れ
た

も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。

・
歯
が
一
―
十
本
な
い
と
か
み
き
れ
な

い
も
の

た
く
わ
ん
、
か
た
焼
ぎ
せ
ん
べ
い
、

フ
ラ
ソ
ス
パ
ソ
な
ど

•
六
ー
十
七
本
く
ら
い
で

何
と
か
食

べ
ら
れ
る
も
の

豚
肉
、
か
ま
ぼ
こ
、
れ
ん
こ
ん
な

ど
•
五
本
以
下

バ
ナ
ナ
、
う
ど
ん
な
ど

立
春
大
吉

二
月
四
日
ご
ろ
の
「
立
春
」
は
、

春
の
始
ま
る
日
。
四
季
の
始
め
の

「
春
」
は
、

旧
暦
（
陰
暦
）
で
は

一

月
か
ら
三
月
ま
で
で
す
が
、
陽
暦
で

は
ほ
ぼ
二
月
か
ら
四
月
ま
で
に
相
当

し
ま
す
。
ま
た
、
気
象
学
上
の
春
は

三
月
か
ら
五
月
ま
で
で
、
感
覚
的
に
．

は
こ
れ
が

一
番
ぴ
っ
た
り
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

「
春
」
の
語
源
と
し
て
は
、
草
木

の
芽
が
「
張
る
」
、
天
気
が
「
晴
る
」
、

は

田
畑
を
「
墾
る
」
な
ど
、

は
る
」
と
い
う
動
詞
と
の

結
び
つ
き
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

臼
「
国

雷

で

は

、

立
春
の
前
後

が
年
頭
に
当
た
っ
て
い
た
の

国

で

、

春

と

い

う

言
葉
は
新
年

の
意
味
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

＠
明
治
五
年
に
新
暦
（
陽
暦
）

日
に
改
め
ら
れ
て
か
ら
、
す
で

に
百
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
、

ヨ

い

ま

で

も

厳

寒

の

正

月

に

「
翫
酎
」
と
か
「
雪
釈
〗
と

い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、

そ
の
名
残
で
す
。
そ
う
と

b
し
ゅ
う

立
春
の
日
に
、
曹
澗
宗
の
禅
寺
で

だ
い
き
ち

は
、
「
立
春
大
吉
」
の
四
字
を
紙
の

は

札
に
大
ぎ
く
書
い
て
、
門
に
貼
り
出

す
な
ら
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

「
大
吉
」
は
、
占
い
で
最
高
の
運

勢
を
意
味
し
ま
す
が
、
「
立
春
」
と

組
み
合
わ
さ
れ
る
と
、
い
っ
そ
う
明

る
い
響
き
の
言
葉
に
な
る
よ
う
で
す
。



(9)~ 

平成 3年度歳末たけすあい募金結果

(1)義援金総括表

区 分 募 金 額

戸 別 募 金 504,193 円

その他・有志 113,274 

計 617,467 

祖り 飼

(2)部落別明細書

部 落 戸数 金 額 部 落 戸数 金 額

小畑井 6 3,100 下鹿野川 48 26,750 

萩野尾 5 3,000 上鹿野川 65 37,620 

汗 生 24 15,500 尽， 造 6 3,000 

道野尾 15 8,100 見 の越 6 3,000 

上森山 16 9,090 月 野尾 13 6,490 

八重栗 1 1 5,500 下敷水 14 8,500 

山 槌 22 11,040 敷 水 19 9,400 

協 生 28 17,910 上敷水 3 1,500 

嘉 城 23 12,472 下嵯峨谷 1 13 7,200 

北/‘ 栄 28 16,480 下嵯峨谷2 3 1,500 

中居谷 50 24,794 上嵯峨谷 1 1 6,300 

白 石 21 l1, 800 菟野尾 20 11,000 
且即~ク 地 15 8,825 橡の木瀬 2 1,000 

広 常 40 20,905 柳 19 12,500 

久 保 33 17,110 郷 16 11,500 

大 平 27 14,166 市之畦 15 10,000 

大屋敷 16 8,000 瓜生谷 17 9,026 

森 11 7,020 町 20 11,500 

肱 栄 14 7,000 藤野原 19 9,500 

大 和 33 17,050 小 倉 7 3,500 

中 野 66 36,500 中 津 24 14,145 

小 藪 48 23,900 合 計 912 504,193 

（執立：円）

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い

お
正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
進
め
ま
し
た
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
十
二
月
二
十
六
日

に
配
分
会
を
開
き
、
町
内
の
ね
た
き

り
の
人
、
長
期
療
養
者
、
施
設
入
所

者
等
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
民
生
委

員
、
役
場
町
民
課
、
社
協
職
員
の
手

で
、
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ま
ご
こ
ろ
を
伝
え
ま
し
た
。

な
お
、
余
剰
金
に
つ
い
て
は
、
愛

媛
県
共
同
募
金
会
に
送
金
し
て
、
後

日
、
県
共
同
募
金
一
般
配
分
金
と
し

て
全
額
還
元
さ
れ
、
肱
川
町
の
福
祉

の
た
め
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

募
金
の
結
果
及
び
配
分
先
は
、
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す。

総
理
府
の
行
っ
た
労
働
時
間
に
関

す
る
世
論
調
査
に
よ
る
と

「
収
入
増
」

よ
り
「
時
間
短
縮
」
を
望
ん
で
い
る

人
が
増
え
、
ゆ
と
り
を
大
切
に
す
る

動
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

日
本
人
は
、
働
き
過
ぎ
と
言
わ
れ

て
い
る
今
日
、
労
働
者
の
意
識
に
も

変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
、

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

最
近
で
は
、
企
業
に
よ
る
社
会
貢

献
が
話
題
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
文

化
・
芸
術
活
動
へ
の
援
助
や
ボ
ラ
ソ

詞
鏑
）

0
市

之

畦

橋

本

英

機

さ

ん

0

協

生

山

岡

ク

リ

ヱ

さ

ん

0

上

鹿

野

川

橋

本

忠

利

さ

ん

0

小

藪

萬

岡

嘉

光

さ

ん

平成3年度歳末たすけあい募金

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
|
|_
_
 」

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

配分集計表

（単位：円）

ティア活動への参加などの取り

組みが始まってきています。

日本は、物質的に豊かになり

人をたよらなくても生ぎていく

ことができるのかもしれません。

しかし、こういう時代だからこ

そ、自分の時間をしっかり持っ

て、家庭や地域社会で人と人と

のふれあいを大切にし、共に生

活していくといった生き方を目

指していく必要があると思いま

す。

（民生委員「機関紙」より）

配分先 区 分 施•世梢数 人員 単価 金 額

病院入所者 8 16 3,000 48,000 
長期療養者
在宅者 23 26 3,000 78,000 

福祉施設 入所者 16 22 5,000 110,000 

寝たきり病人 在宅者 46 46 3,000 138,000 

1人世帯 7 7 3,000 21,000 

2人／／ 6 12 4,000 24,000 

ボーダーライソ 3人／I 3 ， 5,000 15,000 
世帯 4人／／ 3 12 6,000 18,000 

5人／／ 2 10 7,000 14,000 

小 計 21 50 92,000 

合 計 466,000円
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五
年
以
上
に
わ

た
る
ラ
ウ
ン
ド
の

終
結
を
め
ざ
し
、

昨
年
十
二
月
二
十

日
、
ダ
ソ
ケ
ル
・

ガ
ッ
ト
事
務
局
長

が
包
括
的
な
合
意

案
を
提
示
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ウ
ル

グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ソ

ド
は
重
大
な
局
面

に
突
入
し
ま
し
た
。

農
業
分
野
の
合

意
案
の
骨
子
は
、

①
九
十
三
年
度
か

ら
六
年
問
に
国
内

保
護
を
二

0
％
削

減
す
る
、
た
だ
し

八
十
六
年
以
降
の

保
護
削
減
は
実
績

と
し
て
差
し
引
く
、

②
輸
入
制
限
措
置

を
、
す
べ
て
関
税

化
に
置
き
換
え
六

年
間
で
平
均
三
六

％
削
減
す
る
、
ま

た
ミ
ニ
マ
ム
・
ア

ク
セ
ス
を
初
年
度

三
％
か
ら
五
％
に

ま
で
拡
大
す
る
③

輸
出
補
助
金
を
、

六
年
間
で
数
量
で

ニ
四
％
、
支
出
額

で
三
六
％
そ
れ
ぞ

れ
削
減
す
る
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
ダ
ソ
ケ

ル
案
に
は
、
日
本
の
農
家
に
と
っ
て

重
大
な
問
題
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
第
一
に
ダ
ソ
ケ
ル
案
は
、

自
由
な
貿
易
を
最
も
妨
害
し
て
ぎ
た

輸
出
補
助
金
を
全
廃
し
な
い
ま
ま
、

完
全
自
由
化
の
第
一
歩
と
な
る
例
外

な
し
の
関
税
化
を
打
ち
出
し
て
い
る

な
ど
、
我
が
国
の
よ
う
な
食
料
輸
入

国
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
不
平
等
な
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
輸

出
補
助
金
付
き
の
米
や
乳
製
品
が
我

が
国
へ
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
生
産
調

整
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
い
う
、
全

く
不
平
等
な
話
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
八
十
九
年
四
月
の
中
間
合

意
で
「
食
糧
安
保
な
ど
農
業
が
果
た

す
様
々
な
役
割
を
今
後
の
交
渉
の
な

か
で
考
慮
し
て
い
く
こ
と
」
が
参
加

国
の
間
で
明
確
に
確
認
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ダ
ソ
ケ
ル
案
は
こ
の

中
間
合
意
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る

の
で
す
。

ダ
ソ
ケ
ル
事
務
局
長
は
各
国
政
府

に
対
し
、
同
案
を
慎
重
に
検
討
し
、

一
月
十
三
日

の
貿
易
交
渉
委
員
会
に

お
い
て
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
し

て
欲
し
い
と
依
頼
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
十
三
日
の
貿
易
交
渉

委
員
会
で
は
、
我
が
国
は
勿
論
の
こ

と
、
ア
メ
リ
カ
や

E
C
を
は
じ
め
と

す
る
ほ
と
ん
ど
の
参
加
国
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
ダ
ソ
ケ
ル
案
の

修
正
を
求
め
ま
し
た
。
結
局
、
同
案

を
た
た
き
台
と
し
て
交
渉
を
今
後
と

も
継
続
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の

で
す
。今
後
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
形
で
、
か
つ
ど
れ
だ
け
時
間

を
か
け
進
め
て
い
く
の
か
、
今
の
と

こ
ろ
極
め
て
不
透
明
で
す
が
、
本
年

十
一
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
ま

で
に
合
意
内
容
を
議
会
で
承
認
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
二
月
中
旬

が
重
大
な
山
場
に
な
っ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
正
念
場
の
交
渉

は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、

E
C

や
北
欧
諸
国
な
ど
の
農
業
団
体
も
、

ダ
ソ
ケ
ル
案
の
内
容
を
批
判
し
、
自

ら
の
農
業
を
守
る
た
め
に
、
国
際
的

な
連
携
の
も
と
、
運
動
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
運
動
目

標
を
少
し
も
変
え
ず
、
農
業
者
の
主

張
を
ガ
ッ
ト
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い

強
ま
る
反
発
、

た
交
渉
継
続

確
認
さ
れ

管理課

藤見 典道

金融課

岡本多鶴子

う
世
界
の
農
業
者
の
運
動
の
中
で
、

積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
新
入
職
員
紹
介
』

こ
の
度
次
の
方
々
が
新
し
く
農
協
職
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
致
し
ま
す
。

十
五
年
ぶ
り
に
東
京
か
ら
生
ま

れ
故
郷
の
予
子
林
に
帰
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
、
今
年
一
月

四
日
よ
り
肱
川
農
協
本
所
の
管
理

課
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な

仕
事
だ
け
に
毎
日
毎
日
が
、
覚
え

る
事
ば
か
り
で
大
変
で
は
、
あ
り

ま
す
が
、
反
面
や
り
が
い
も
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
慣
れ
る
ま
で
、

回
り
の
方
々
に
は
、
御
迷
惑
を
か

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
協

の
運
営
の
歯
車
と
な
っ
て
努
力
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
の
で
、
今
後

共
、
御
指
導
の
程
ょ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
の
採
用
で
、
二
月
一
日

よ
り
金
融
課
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。

農
協
で
は
、
購
買
課
で
、
臨
時

と
し
て
一
年
一
ヶ
月
お
世
話
に
な

り
、
組
合
員
の
方
々
の
名
前
や
顔

を
少
し
ず
つ
憶
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。金融
課
で
の
仕
事
を
早
く
覚
え
、

皆
様
に
御
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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濱
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一
月
の
組
合
長
あ
い
さ
つ
の

中
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
昨
年
の
全
国
農
協
大
会
で

決
議
し
た
農
協
C
I
戦
略
、
い

わ
ゆ
る
愛
称
、
農
協
が
「
J
A
」

に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
四
月

一
日
か
ら
全
国

一
斉
に
変
身
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
別
に
農
協
の
内
容
が
変

わ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
呼

び
方
が
肱
川
農
協
か
ら
J

A
肱

川
と
云
う
事
に
成
り
ま
す
の
で

今
後
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

農
協
が
J

A
に
変
身

農
業
者
年
金
資
格
の
喪
失
、

再
取
得
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

私
は
、
現
在
農
業
者
年
金
に
当
然
加
入
し
て
い
て
、
自
分
名

義
の
農
地
七
十
ア
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
る
農
業
経
営
主
で
す
。

過
去
に
出
稼
ぎ
を
何
回
か
し
ま
し
た
が
、
農
業
者
年
金
に
つ
い

て
の
手
続
き
は
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
、

農
業
者

年
金
被
保
険
者
資
格
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〇
旦
り
汀
門
い
ロ

者
年
金
（
例
、
厚
生
年
金
等
）

に
加

入
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な

り
ま
す
。

被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
な
く

て
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
農
業
者
年
金
に

つ
い
て
の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
被
用
者
年
金
に
加
入
し

て
い
た
（
国
民
年
金
の
第
二
号
被
保

険
者
期
間
だ
っ
た
）
場
合
で
あ
れ
ば
、

そ
の
期
間
は
農
業
者
年
金
に
加
入
で

き
な
い
期
間
で
あ
る
た
め
所
定
の
手

続
ぎ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
は
、
被

用
者
年
金
に
加
入
し
て
国
民
年
金
の

第
二
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
は
、

被
保
険
者
の
資
格
を
当
然
に
喪
失
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
被
保
険
者
資
格
喪

失
の
届
出
を
該
当
し
た
日
か
ら
十
四

日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
稼
ぎ
先
を
辞
め
て
被
用

者
年
金
の
資
格
を
喪
失
し
、
国
民
年

金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取

得
し

て
農
業
者
年
金
の
当
然
加
入
要

件
を
備
え
た
場
合
は
、
や
は
り
十
四

て
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
農
業
委
員
会
又
は
農
業
協

同
組
合
の
農
業
者
年
金
担
当
者
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

被
用
者
年
金
（厚
生
年
金
等
）に
加
入
の

と
き
は
所
定
の
手
続
き
を

農
業
者
年
金
の
は
な
し

日
以
内
に
資
格
取
得
の
届
出
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
あ
な
た
の
場
合、

も
し
後
者
の
被
用
者
年
金
に
加
入
し

て
い
た
場
合
で
あ
れ
ば
、
速
や
か
に

農
業
協
同
組
合
の
窓
口
で
資
格
関
係

の
届
出
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い

る
期
間
が
短
期
被
用
者
年
金
等
の
カ

ラ
期
間
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
申
出
も
併
せ
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
出
稼
ぎ
等
に
よ
り
被
用
者

年
金
に
加
入
し
た
場
合
に
は
、
必
ず

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
手
続
や
そ
の
内
容
に
つ
い

農
業
者
年
金
の
受
給
権
の
有

無
及
び
年
金
額
を
決
定
す
る
た

め
に
は
、
被
保
険
者
の
一
人
一

人
に
つ
い
て
の
資
格
の
取
得
、

喪
失
、
及
び
保
険
料
の
納
付
状

況
等
被
保
険
者
に
関
す
る
資
格

記
録
等
が
正
確
に
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
被
保
険
者
の

資
格
記
録
が
誤
っ
て
管
理
さ
れ

た
場
合
は
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
年
金
が
減
額
と

な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
、
誤
決

定
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
の
資
格
記
録
を
正

確
に
管
理
す
る
た
め
に
は
、
被

保
険
者

一
人

一
人
が
自
分
の
年

金
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
し
、

被
保
険
者
の
資
格
記
録
に
変
更

が
起
き
た
場
合
に
は
、
そ
の
都

度
、
資
格
取
得
届
等
の
届
出
を

励
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
、
農
業

協
同
組
合
の
担
当
者
も
機
会
を

作
っ
て
「
会
社
勤
め
、
出
稼
ぎ

し
た
こ
と
は
な
い
か
」
な
ど
と

一
声
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

被
保
険
者
が
そ
の
資
格
に
つ
い

て
認
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と

も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
業
者
年
金
被
保
険
者

資
格
の
重
要
性
に
つ
い
て
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i 
！ 優良材生産は直材づくりから．I
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I 1 
！ 

！ 

！ 
！ 

！ 平成4年1月17日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I f 
！ 県森連市況
！ 

大洲木市より （単位面当り：円） 1. 市売日 ...平成4年 1月28日 ！ 

i 
l. 販売数輩 • • 90ケース l,381.5kg I 

t 長さ末口径
スギ ヒノキマッl 直曲がり直曲がり直 その他

1. 平均単価 4,524円 ！ 
1. 銘柄別単価 ！ 

7 CID下本 420本 348本 551本 349 松パルプ ！ 
8 CID上本 650本 430本 786本 492 末口 7 cm 

銘 柄 単 価比率％銘柄単 価比率％ ！ 

i 4m且：：［翌：］腐 二悶塁腐 □1雷：悶ふ臣晶贔J ! 
2 4 CID上22,ooo I -172, ooo I -130cm上35,000

t I 17 CID下本 311本 245本 305本 245 雑パルプ
小 厚 5, 800• 9 特用小葉 3, 700 6 ! 

! 8crn上本 350本 340本 330本 345 末口 7cm 大ウス 6,800 4 大 パレ 3, 300 , ! 
l l crn上i4,10ol. 116,100 長さ 1.8m 

t 13 m 13 CID上24,200 I -I 43, 600 I -118cm上18,00014,700円／m' 中ウス 7, 200 4 中バ・レ 4, 200 6 ・！

i 18 Crn上 19,300 _ 41,000 - cm上20,000 中小ウ ス 5, 500 8 小パレ 3,200 

｝ 
4 ! 

2 4 CID上18,500 30cm上 小ウス 4,000

i 
1,1変形 3. soo I 2 

7 CID下本 128本一本・128本・ ー バ リ材
！ 

! 2 m 8Crn上本 160本 一本 16b本 一 （松・杉・桧） ジャミウス 2,650 11 色落ウ ス ． 3，600 1 J 
! 16 crn上i2,ooo I ・ -122, ooo I ・ -l~~cm上 末 口 3~ 7 cm 冬

長さ 2.0m 
大 一一色悪 2,600 4 ! 

ぃ二〗tてこ：：口琶三三三／を願）；：〗二 1 ：概要：〗［予戸：イ雀少了よ；ここピ□三三三っしく；椎2| 
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羹
涸
ぷ
し
閲
圏
閉
す
立

，
 

＇ 

'

,

1

、

木
材
を
乾
燥
す
れ
ば
軽

Q

2

木
材
入
手
で
乾
燥
材
を
指
定
す

く
な
っ
て
、
持
ち
運
び

が

る

か

楽

と

な

り

ま

す

。

そ

の

う

・

常

に

指
定

39
社

(
4
6
.
4
%）

え

加

工

し

て

も

狂

い

も

あ

・

時

々

指

定

36
社

(
4
2
.
9
%）

ま
り
お
こ
り
ま
せ
ん
。
山
・
指
定
し
な
い

9
社

(
1
0
.
7
%）

か
ら
木
を
出
す
と
ぎ
軽
く

Q

3

乾
燥
処
理
に
伴
う

「
材
価
の
上

な

り

作

業

が

楽

で

高

く

売

昇

」
に
つ

い
て

れ

る

な

ら

非

常

に

あ

り

が

・

価

格

が

上

昇

し

て

も

よ

い

た
い
こ
と
の
は
ず
で
す
。

51
社

(61
.
4
%
）

さ

て

、

木

材

乾

燥

の

必

・

価

格

上

昇

は

認

め

な

い

要
性
で
す
が
、
次
の
ア
ン

29
社

(33
.
7

%）

ケ

ー

ト

結

果

を

み

て

く

だ

・

無

回

答

4
社

(
4
0
9
%）

さ

，、

。

乾

燥

材

の

価

格

上

昇

許

容

範

囲

に

つ

0

木
材
乾
燥
に
つ
い
て
の

意
識
調
査
（
昭
和
六
十

二
年
実
施
）

対

象

全

国

の

大

エ

・

エ

務
店

272
社

（
回
収
率

31%…

84
社）

Q

1

住

宅

用

に

使

う

木

材
乾
燥
に
つ
い
て

•
原
則
的
に
乾
燥
材
を
使

う
べ
き80
社

(
9
5
.
2
%）

•
特
に
乾
燥
材
で
な
く
て

も
よ
い4
社
（
い
％
）

•

わ
か
ら
な
い

0
社

(
0
%）

アソケート結果からいえること

は、乾燥材の使用については、良

質で耐久性に優れた住宅建築に欠

かせないし、エ期の短縮を図るた

めの基本である、という考えでは

いるが、「乾燥材を使うべぎ一は、

理想であって現実には経費高騰と

なるため使えないし、要求するよ

うな含水率の乾燥材が容易に入手

でぎにくいため、現実には、未乾

燥材を使用する工務店がほとんど

です。

お金の話ばかりでなんなのです

が、未乾燥のまま出荷された原木

上畔（％） 回答数（比率）

5％未満 6社(11.8%)

5 ~ 9 13社(25.5%)
10 ~ 14 21社(41.2%)
15％以上 7社(13.7%) 

無回答 4社(7.8%)

計 51社(100%)

を
、
柱
材
と
し
て
使
用
す
る
と
き
に
、

人
工
乾
燥
す
る
費
用
及
び
日
数
は
と
い

い
ま
す
と
下
記
の
と
お
り
で
す
。

み

て

の

と

お

り

、

り
当

～

円

～

円

人
工
乾

燥

を

す

る

の

国

円

00
円
00

0

9

0

4

 

に
は
、

3m
当

り

五

千

輝

6
0
&
2
0
5

乾

＆

5

数

日

日

？
九
千
円
の
費
用
が

必

要

と

な

っ

て

き

ま

日

15

り

用

～

～

す
。

所

1

0

6

こ

こ

で

考

え

て

も

種

ギ

キ

ら

い

た

い

の

は

、

ス

ノ樹
ス

ヒ

ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
材
価

は
ヒ
ノ
キ
の
ほ
う
が
高
い
の
は
御
存
知

の
と
お
り
で
す
。
そ
の
差
を
埋
め
る
に

は
付
加
価
値
を
付
け
る
の
が
一
番
で
す

が
、
急
に
枝
打
ち
や
間
伐
を
し
て
も
急

に
成
果
が
あ
が
る
ほ
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
葉
枯
ら
し
乾
燥
で
す
。
伐

採
後
葉
を
つ
け
た
ま
ま

2
ー

3
カ
月
放

置
す
る
だ
け
で
良
い
の
で
す
。
特
に
、

人
工
乾
燥
の
費
用
や
日
数
の
か
か
る
材

価
の
安
い
ス
ギ
の
ほ
う
が
ヒ
ノ
キ
よ
り

葉
枯
ら
し
乾
燥
に
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
場
で
の
取
り
引
き
価
格
も
未
乾

燥
材
よ
り

10
％
は
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
優
良
材
を
葉
枯
ら
し
し
た
も

の
の
ほ
う
が
、
材
価
の
ア

ッ
プ

は
大
き

い
の
が
実
情

で
す
。

今
後
、
葉
枯
ら
し
乾
燥
を
す
す
め
て

い
く
の
に
は
、
虫
害
、
ヤ
ケ
等
の
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
葉
枯
ら
し
乾
燥
材
が

増
加
し
量
的
に
ま
と
ま
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
更
に
高
く
評
価
さ
れ
る
は
ず
で
ず
。

林
業
改
良
指
導
員
渡
邊
晋
輔
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雷
◎
鸞
羞
が
不
十
分
と
な
り
、
翌
春
の
収
穫
量
が
減

少
し
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
期
間
中
は
細
い
も
の
や
曲

が
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
畑
に
は
残
さ

な
い
で
全
て
切
り
取
り
ま
す
。
残
し
て
お

く
と
良
質
な
幼
芽
の
発
生
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
一

水

稲

ー

こ

菜

最
近
の
野
菜
た
ち

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
そ
の
二
）

一
、
肥
培
管
理

二
年
目
以
降
の
肥
培
管
理
は

二
？
＿―-
月

の
萌
芽
前
（
冬
肥
）
、
五
月
下
旬
？
六
月

上
旬
の
収
穫
打
ち
切
り
直
後
（
夏
肥
）
、

八
月
下
旬
？
九
月
上
旬
の
秋
芽
発
生
前

（
秋
肥
）
に
行
い
ま
す
。
各
時
期
に
お
け

る
施
肥
量
は
化
成
肥
料
で
十
面
当
り
六
百

？
八
百

g
位
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
冬
肥
と
夏
肥
に
は
乾
燥
け
い
ふ

ん
(
+
面
当
り
冬
二
kg
、
夏
六
kg
程
度
）

な
ど
の
有
機
質
肥
料
や
完
熟
堆
肥
を
併
せ

て
施
用
し
、
根
株
の
発
達
を
促
進
し
ま
す
。

堆
肥
等
の
施
用
に
あ
た
っ
て
は
、
根
株
を

傷
付
け
な
い
よ
う
に
畝
表
面
や
根
株
の
ま

わ
り
を
耕
し
て
土
と
混
和
し
て
下
さ
い
。

二

、

収

穫

四
月
上
旬
頃
に
な
れ
ば
萌
芽
が
始
ま
り

ま
す
。
幼
茎
長
が
二
十
五
ー

ニ
十
八

cm
位

に
伸
び
た
ら
地
際
か
ら
切
り
取
っ
て
収
穫

し
ま
す
。

収
穫
期
間
は

ニ

ー
．
盈
け
り
N
り

吐

年
目
で

二
十

日

字

怠

闘

料

け

真

頭

間
位
、

三
年

目

端

い

の

以

降

は

三

十

日

先

な

屈

{

,

ス

[
[
[
[
／
[
 

育苗センターヘの苗の注文も終わ

り、今年の作付の計画を立てられた

と思います。予約状況は、近年の良

質米ブームや町内での作柄が良かっ

たことから、早期米が増えてきてい

ます。特にあきたこまちは秤長がコ

シヒカリよりも短く、短期栽培（六

月上旬植）が可能なことから、急激

に伸びてきました。

そこで、もう一度早期米の特徴に

ついて検討してみましょう。

①買入価格がよい。

平成二年度の価格は、一般政府米

に比べ、コシヒカリで一等一俵当り

四千円、あきたこまちで三千円高く

なっております。

） ②品質がよい。
年3 
成
自家飯米で

食べてもおい平（ 
率
比
しいし、表1

からわかるよい

別
うに他の品種―

に比ベ一等米譴

比率が高いよー

うです。これ表

品種 愛媛県平均 大洲喜多

コシヒカリ 73.7% 55.3% 

あきたこまち 79.4 61.4 

日本晴 41. 7 41.4 

コガネマサリ 35.8 66.7 

松山三井 0.7 0.0 

〇

ゆ

ず

一
、
せ
ん
定

①
成
木
の
整
枝
せ
ん
定

•
五
ー
六
年
生
頃
ま
で
に
主
枝
、
亜
主
枝

を
確
立
し
た
樹
形
づ
く
り
に
努
め
、
良
好

は
、
も
と
も
と
品
質
が
よ
い
の
に
加
え
、

八
月
下
旬
に
刈
取
を
す
る
早
期
米
に
は
近

年
九
月
に
発
生
す
る
台
風
の
影
響
を
受
け

な
い
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
斑
点
米
の
要

因
と
な
る
カ
メ
ム
シ
の
徹
底
防
除
と
刈
取

適
期
が
短
い
た
め
、
熟
れ
過
ぎ
に
な
る
前

に
刈
取
る
こ
と
、
そ
れ
に
稲
架
干
し
に
す

る
場
合
は
、
九
月
の
高
温
期
に
あ
た
る
た

め
、
三
？
四
日
程
度
に
す
る
こ
と
に
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。

③
秤
長
が
長
い
。

日
本
晴
等
よ
り
稗
長
が
長
い
の
で
倒
伏

が
懸
念
さ
れ
、
作
付
を
敬
遠
さ
れ
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
農
協
が
購
入
し

た
溝
切
機
を
利
用
し
て
節
水
管
理
を
行
え

ば
、
秤
長
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
も
大
谷
、
中
野
で
利
用
さ
れ
た
所
は
、

穂
が
傾
く
程
度
で
機
械
収
穫
が
で
き
ま
し

こ。
キー

以
上
、
大
ぎ
な
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
が
、
あ
ぎ
た
こ
ま
ち
の
栽
培
で
は
、

短
期
栽
培
よ
り
も
早
期
栽
培
の
方
が
、
台

風
等
の
影
響
も
あ
り
収
量
・
品
質
と
も
よ

い
よ
う
で
す
。

早
期
米
を
栽
培
す
る
場
合
は
、
水
管
理

及
び
病
害
虫
の
徹
底
防
除
を
図
る
た
め
、

集
団
栽
培
が
望
ま
し
い
で
す
。
水
系
ご
と

に
品
種
統

一
の
作
付
を
検
討
し
て
み
た
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

山
田
和
弘
）

樹高はますます高くなる
介 表面成りが多い

(3m  :>!!l 
第1図

第 2図生産安定型（左）と不安定型（右）の樹形

成木

間引きと切り返し剪定

冑I~、太い立枝を問引く場合緑枝
を一度おいて切り返す。
細い立枝は基部より間引く

げこ
太い平行枝は一度緑枝をおい
て切り返し、 2年目に問引く。
細い平行枝は分岐点で問引く。

守
屋
良
則

な
結
果
母
枝
（
春
枝
）
の
確
保
が
大
切
で

あ
る
。
よ
い
春
枝
と
は
、

5
i
l
o
e
m
で
充

実
し
た
枝
で
あ
り
、

20cm
以
上
の
春
枝
は

あ
ま
り
着
果
し
な
い
。

•
主
枝
、
亜
主
枝
の
基
部
お
よ
び
途
中
か

ら
発
生
し
た
徒
長
枝
は
、
早
め
に
芽
か
ぎ

す
る
か
、
せ
ん
定
時
に
せ
ん
除
す
る
。

•
太
枝
は
、
緑
枝
を
一
度
お
い
て
切
り
返

し、

一次
の
年
に
基
部
か
ら
切
る
。
ま
た
、

切
り
口
に
は
ト
ッ
プ
ジ
ソ

M
ペ
ー
ス
ト
か

木
工
用
ボ
ソ
ド
な
ど
を
塗
る
。
（
枯
れ
込

み
防
止
の
た
め
）

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

3
月
1
3
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
配
達

3
月
2
1
日
（
土
）
宇
和
川
配
達

＇
置
饗
鵡
一

3
月
3
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
4
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
1
0
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
11
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

3
月
1
2
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
1
7
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
1
8
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
1
9
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
2
4
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
25
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

3
月
2
6
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
3
1
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表

3
月

L
P
G
配
達
予
定

3
月
2
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

3
月
5
日
(,木
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

3
月
7
日
（
土
）
藤
野
原
•
町

3
月
1
0
日
（
火
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
協
生

3
月
1
2
日
（
木
）
久
保
・
広
常
の
一
部

3
月
1
4
日
（
土
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

3
月
1
6
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

3
月
1
8
日
（
水
）
広
常
・
影
地

3
月
2
1
日
（
士
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久

下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

3
月
23
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

3
月
25
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

3
月
2
7
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

3
月
30
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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第
十

一
回
健
康
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
と
第

十
二
回
肱
川
駅
伝
大
会
を

一
月
十
九
日

（
日
）
に
肱
川
中
学
校
で
開
催
し
ま
し

こ
。
t
 前
々
日
か
ら
、
雨
に
頭
を
悩
ま
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
カ
ラ
ッ
と

晴
天
に
な
り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
駅

伝
（
マ
ラ
ソ
ソ
）
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

-
km
、

ニ
km
、
四
km
、
七
km
と
四
つ

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
選
手
に
適
し
た

好
み
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
走
れ
る
健
康

マ
ラ
ソ
ソ
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
約

二
百
二
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

駅
伝
大
会
で
は
、

一
般
、
中
学
生
、

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
に
、
町
長
の

ピ
ス
ト
ル
と
同
時
に
、

駅
伝
と
マ
ラ
ソ
ソ
の
選
手

が

一
斉
に
肱
川
中
学
校
運

動
場
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

こ。t
 そ
れ
で
は
こ
こ
で
出
場

チ
ー
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
前
年
度
、
見
事
優
勝

を
果
た
し
た
川
上
走
友
会

を
筆
頭
に
川
上
支
署
、
正

山
青
年
団
、
岩
谷
分
館
、

ヤ
ソ
グ
予
子
林
、
保
養
セ

ン
タ
ー
、
予
子
林
笑
友
会
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ソ
ク
ラ
プ
正

山
分
館
、
肱
川
分
校
教
員

チ
ー
ム
の
十
チ
ー
ム
。
肱

川
中
学
校
か
ら
は
、
野
球

部
、
テ
ニ
ス
部
男
女
、
プ

ラ
ス
バ
ン

ド
部
、

バ
レ
ー

部
、
選
抜
チ
ー
ム
と
各
部

活
動
か
ら
の
チ
ー
ム
編
成

で
―
―
十
四
チ
ー
ム
の
参
加
で
す
。
分
校

か
ら
は
選
抜
四
チ
ー
ム
、
合
計
三
十
八

チ
ー
ム
が
自
慢
の
足
を
武
器
に
競
い
合

い
ま
し
た
。

今
大
会
で
事
故
も
な
く
、
交
通
安
全

に
務
め
て
い
た
だ
い
た
、
警
察
、
交
通

安
全
協
会
、
交
通
指
導
の
皆
様
、
そ
し

て
役
員
の
方
々
や
甘
酒
コ
ー
ナ
ー
で
手

伝
っ
て
い
た
だ
い
た
ご
婦
人
方
、
寒
い

中
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

全員ゼッケンをつけて肱川中をそろってスタート（マラソン）

般 の 部

チーム名 選 手 名 区間タイム 順位

川上走 友会 子ヽ→ 吉向 幸典 0 : 14 : 24 1 

岩 谷 藤原 貴 0:14:47 2 

川上 支署 菊岡 幸造 0 : 15 : 29 3 

分校教員 門田 生 0 : 09 : 35 1 

岩 谷 西山 常数 0 : 09 : 58 2 

川上走友 会 清水 良治 0 : 10 : 09 3 

川上走友会 山下 敦 0 : 07 : 36 1 

正山青年団 藤原 由行 0 : 07 : 42 2 

岩 谷 冨永 幸男 0 : 08 : 02 3 

川上走友会 上田 利明 0 : 08 : 16 1新

予子林笑友会 二好 修 0 : 08 : 20 2新

川上支署 芝田 隆 0 : 08 : 42 3 

川上 支署 和気 和清 0 : 09 : 30 1 

分校教員 久門 篤志 0 : 09 : 39 2 

川 上走友会 山下 聖 0 : 09 : 53 3 

川上支署 松尾 文夫 0 :-06 : 59 1新

川上走 友会 宮 田 勝利 0 : 07 : 36 2 

保養セソター 宮崎 嗣男 0 : 07 : 44 3 

f

昨
年
の
暮
れ
も
押
し
詰

-
ま
っ
て
、
た
っ
た

一
人
に

ー
な
っ
て
い
た
叔
父
が
、
八

一

十
四
オ
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
八

十
を
越
し
た
叔
母

が
三
人
も
元
気
で
い
る
の

に
：
・・
：
や
は
り
女
の
方
が

―

丈
夫
な
ん
だ
と
云
う
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

例
年
冬
が
や
っ
て
来
る
と
、
お
年
寄

り
の
方
の
死
亡
が
、
増
え
る
の
で
す
が

今
年
も
町
内
の
各
所
か
ら
そ
の
報
に
接

し
ま
す
。
や
は
り
男
の
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
女
が
長
生
き

す
る
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

―
つ
に
は
、
先
天
的
に
生
命
力
旺
盛

な
肉
体
を
持

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
生
理
と
か
分

娩
と
か
を
み
た
だ
け
で
も
分
か
る
。
男

な
ら
あ
れ
だ
け
の
出
血
を
し
た
ら
、
フ

ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
、
仕
事
ど
こ
ろ
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
分
娩
の
苦
し
み
、
男
な

ら
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

神
様
が
特
別
丈
夫
に
お
作
り
に
な
っ
た

の
で
す
ね
。

も
う

―
つ
は
、
ス

ト
レ
ス
の
問
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
は
よ
く
泣
く

私
の
妻
な
ど
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見

て
さ
え
、

目
を
真
っ
赤
に
泣
き
は
ら
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
く
喋
る
、
よ

く
笑
う
。
そ
し
て
ス

ト
レ

ス
か
ら
解
放

さ
れ
る
。
だ
か
ら
女
性
は
長
生
ぎ
を
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肉
体
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
が
、
男

性
は
そ
の
辺
、
女
性
に
学
ぶ
べ
き
も
の

が
有
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
(
K
)
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元気よくスタートする駅伝38チームの選手たち

■駅伝大会総合記録

七
km
コ
ー
ス

（
各
部
門
一
位
の
み
）

高

校

生

山

下

智

光（肱
川
分
校

二
年
生
）

中
岡

寛

（正
山
小
六
年
生）

四
km
コ
ー
ス
（
各
部
門
一
位
の
み
）

一
般
男
子

森
岡

修

一

（
中
野
小
学
校
教
員
）

小
学
生

小
学
生
女
子

小
学
生
男
子

高
校
生

一
般
女
子
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三好富久子

（上鹿野川）

古野かおり

（肱川分校三年生）

西本雅志

（正山小五年生）

智葉寿美恵

（正山小六年生）
男 子 の 部 女 子 の 部 般 の 部

チーム名 総合タイム 順位 チーム名 総合タイム 順位 チーム名 総合タイム 順位

肱川分校 A 0 : 53 : 38 1新 ノ＜ レ A 1 : 06 : 49 1新 川上走友 会 0 : 57 : 54 1新

テニス男 A 0 : 53: 59 2新 肱川分校 C 1 : 09 : 11 2新 分校 教 員 1 : 00 : 26 2新

野 球 A 0 : 54 : 02 3新 ブラスバソドA 1 : 11 : 29 3 J 11 上 支 署 1 : 00 : 30 3新

■駅伝大会区間記録
男 子 の 部 女 子 の 部

区 間 チーム名 選手名 区間タイム 順位 チーム名 選手名 区間タイム 順位

第 肱川中学校 肱）II分校A 矢野光則 0 : 14 : 49 1新 バレ ー A 冨永小百合 0 : 18 : 05 1 

1 し テニス男A 山田 龍児 0 : 14 : 52 2新 肱川分校C 藤）II 愛 0 : 18 : 08 2 

区 宇和川支所 野 球 B 安川 武生 0 : 15 : 27 3 ブラスバソドC 桜田ひろみ 0 : 18. 19 3 

第 宇和 川 支所 野球 A 金野友樹 0 • 08 : 46 1新 肱川分校C 木下カオリ 0 : 11 : 22 1 

2 し テニス男A 中岡 誠 0 : 08 : 55 2 バレ ー A 西本弥生 0 : 11 • 52 2 

区 道 野 尾 野球 B 池田 誠之 0 : 08 : 58 3 ブラスバソドA 松尾 文香 0 : 12 : 04 3 

第 道 野 尾 テニス男A 藤原 孝行 0 : 06 : 15 1新 バレー A 東 理奈 0 : 08 : 20 1 

3 し 野球 B 宮尾 八ム士心 0 : 06 : 40 2 肱川分校c 大野順子 0 : 08 : 34 2 

区 特産開発セ‘ノター 肱川分校A 上田 裕士 0 : 06 : 55 3 テニス女A 藤川 刃JCヽ 0 : 09 : 07 3 

第 特産開発セソダー 肱川分校A 宗野 三郎 0 : 07 : 21 1新 バレ ー C 藤井 由紀 0 : 09 ・ 39 1 

4 し 野球 A 和氣 拓 0 : 07 : 36 2 肱川分校C 井上 清美 0 : 09 : 59 2 

区 肱川分校前 肱川分校B 中岡 輝義 0 : 07 : 49 3 ブラスバソドA 安川 刃バンヽ 0 : 10 : 16 3 

第 肱川分校前 肱川分校A 岡田 利一 0 ~ 08 : 25 1新 バレ ー A 吉田 恵 0 : 09 : 57 1新

5 し 野球 A 堀井勇一 0 : 08 : 40 2新 ブラスバソドA 桜田いずみ 0 : 10 • 33 2 

区 大鳥居前 テニス男A 宮川 雅光 0 : 08 : 47 3 バレー B 村田 智美 0 : 10 : 43 3 

第 大鳥居前 野球 A 山田 天洋 0 : 06 : 20 1新 バレー A 村田 志麻 0 : 07 : 33 1新

6 i 野球 B、 岩田 慎吾 0 : 06 : 39 2新 ブラスバソドA 柴田 沙織 0 : 08 : 26 2新

区 肱川中学校 テニス男D 宮川 彰浩 0 : 06 : 58 3 テニス女A 山内 千穂 0 : 08 : 30 3 
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「正しく 学ぶこ

肱川中学校 飯野

と」

尚弘

し
み
深
い
母
親
、
毅
然
た
る
父
親
、
そ

し
て
、
青
春
を
謳
歌
し
、
夢
い
っ
ば
い

の
若
者
が
、
同
和
問
題
に
直
面
し
た
と

き
に
見
せ
る
弱
さ
は
、

い
っ
た
い
何
で

あ
ろ
う
か
。

部
落
差
別
の
問
題
は
、
決
し
て
、
無

教
養
で
、
常
識
の
な
い
、
傲
慢
で
無
礼

な
人
間
の
問
題
で
は
な
い
。
日
常
生
活

を
、
ご
く
普
通
に
送
る
、
ご
く
普
通
の

人
間
が
、
そ
し
て
尊
敬
さ
え
受
け
て
い

る
人
間
が
、
同
和
問
題
に
直
面
し
た
と

き
に
見
せ
る
弱
さ
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
の
優
し
さ
、
思
い
や
り
、
正
直
さ

を
、
ま
る
で
、
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う

に
簡
単
に
捨
て
去
り
、
冷
た
い
視
線
と

言
葉
と
仕
草
で
、
人
の
．
心
を
切
り
裂
く

こ
と
が
、
問
題
な
の
で
あ
る
。

花
を
愛
す
る
と
い
う
人
間
が
、
現
実

に
生
き
て
い
る
人
間
に
、

一
輪
の
花
に

さ
え
示
す
愛
情
を
示
せ
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
矛
盾
を
、
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

学
問
も
、
芸
術
も
、
信
仰
も
、
礼
儀

正
し
さ
や
常
識
も
、
差
別
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
人
は
そ
う

簡
単
に
、
差
別
者
に
成
り
得
て
は
な
ら

な
い
は
ず
で
あ
る
。

い
っ
た
い
何
が
、

人
間
を
差
別
者
へ
と
、
差
別
を
す
る
人

問
へ
と
、
追
い

立
て
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。今
、
私
た
ち
は
確
実
に
言
え
る
こ
と

が
あ
る
。
部
落
差
別
に
つ
い
て
、
正
し

く
学
習
す
る
こ
と
が
、
差
別
者
へ
の
道

を
歩
ま
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
。
正
し

い
学
習
こ
そ
、
力
と
な
る
こ
と
を
信
じ

て
い
る
。

「
ま
た
か
」
な
ど
と
、

い
ま

あ
る
差
別
か
ら
目
を
そ
ら
せ
て
は
な
ら

療護施設

「大洲ホーム」を訪問
• ・ ・ • ..· ・ ・ • •”· ・ ・ ・ • ...· • ・ ・ • • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ • ・ ・ ・ •.. .. . ．・ ・ • • • ・ • ・ • • ・ • ・ • • . ・ • ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ • • • ・ ・ • • ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ • ・ • • . . . ..... . ..... .. ...• ・ • ・ • 

肱川町婦人会
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な
い
。
学
校
で
、
子
供
た
ち
は
同
和
問

題
に
つ
い
て
、
正
し
く
学
習
を
続
け
て

い
る
。
肱
川
町
は
、
人
権
集
会
で
正
し

い
学
習
を
続
け
て
い
る
。

肱
川
町
婦
人
会
の
会
長
他
十
六
名
が

一
月
―
―十

二
日
身
体
障
害
者
療
護
施
設

「
大
洲
ホ
ー
ム
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

婦
人
会
員
全
員
か
ら
タ
オ
ル
や
石
け
ん

を
集
め
、
当
日
持
参
し
て
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
心

遣
い
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
と
早
速
、
お
礼
状
も
届
い
て
お
り
ま

す
。こ

の
施
設
は
、
昨
年
九
月

一
日
に
、

大
洲
市
春
賀
に
開
園
さ
れ
た
も
の
で
、

明
る
＜
広
々
と
し
て
い
ま
す
。
身
体
障

害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
十
五
歳

以
上
の
重
度
の
方
で
、
常
時
介
護
を
必

澄
み
切
っ
た
心
で
、
人
の
心
の
温
か

さ
が
わ
か
り
、
人
の
心
に
温
か
さ
を
伝

え
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
う
い
う
人
問

で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

要
と
し
な
が
ら
自
宅
に
お
い
て
充
分
な

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
長

期
に
わ
た
っ
て
収
容
し
治
療
、
養
護
と

日
常
生
活
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
定
員
の
五
十
名
（
肱
川
か
ら

一
名
）
の
方
が
入
所
し
、
機
能
訓
練
等

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
施
設
外
へ
出
る

こ
と
を
と
て
も
喜
ば
れ
、
近
く
の
喫
茶

店
へ
行
く
の
が
楽
し
み
の
一
っ
だ
そ
う

で
す
。
数
人
ず
つ
で
も
い
い
、
大
洲
へ

買
物
に
出
か
け
た
り
、
お
花
見
に
肱
川

へ
連
れ
て
来
た
い
と
話
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
外
出
と
な
る
と
少
な
い
職
員
の

負
担
も
多
く
な
り
、
車
イ
ス
を
押
す
な 特殊入浴装置の説明を受ける婦人会員

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
求
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

園
生
数
人
と
い
わ
ず
全
員
、
し
ゃ
く

な
げ
や
桜
の
花
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
気

が
し
ま
し
た
。

施
設
か
ら
で
も
花
見
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
前
山
に
桜
の
樹
を
植
え
る
準
備

を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
の
降
る
寒
い
日
で
し
た

が
、
「
行
っ
て
よ
か
っ
た
。
次
の
訪
問

の
際
に
は
、
ガ
ラ
ス
み
が
ぎ
で
も
手
伝

い
た
い
な
あ
。
」
と
の
意
見
も
多
く
出

て
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
は
暖
か
い
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
の
心
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま

し
た
。

新
購
入
図
書
案
内

愛
媛
県
風
土
記

愛
媛
の
植
物
記

ノ
ー
ベ
ル
賞
全
受
賞
者

ノ
ー
ベ
ル
賞
編
集
委
員
会
編

芥
川
・
直
木
賞
全
受
賞
者

芥
川
・
直
木
賞
編
集
委
員
会
編

米

と

か

あ

ち

ゃ

ん

竹

熊

宜

孝

食
品
添
加
物
と
つ
ぎ
あ
う
法増

尾

清

パ
ソ
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
細
野
宏
太
郎

い

の

ち

愛

人

権

解

放

出

版

社

美
智
子
皇
后
の

「
い
の
ち
の
旅
」

渡
辺
み
ど
り

貴
花
田
光
司
素
顔
の
青
春

貴
花
田
番
記
者
グ
ル

ー
プ
編

日
本
の
名
随
筆
〈
全
一

0
0
冊
〉

宇

野

千

代

編

他

新

井

正

義

編

山

本

四

郎
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でき上がったパンを前にして学級生(2組）のみなさん

下

敷

水

城

戸

み

ち

子

子
ど
も
二
人
連
れ
の
参
加
で
、
御
迷

惑
を
お
か
け
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
私

共
は
と
て
も
楽
し
い
パ
ソ
作
り
で
し
た
。

過
去
三
回
に
わ
た
る
パ
ソ
作
り
の
失
敗

を
思
う
と
、
ち
ょ
っ
と
ち
ゅ
う
ち
ょ
し

“
た
の
で
す
が
、
我
が
家
に
も
ふ
ん
わ
り

手
づ
く
り
パ
ン
教
室
に

参
加
し
て

婦
人
学
級
の
手
づ
く
り
パ
ン
教
室
と

し
て
、
二
組
、
五
十
二
名
が
―
―一
回
に
わ

た
っ
て
「
ロ
ー
ル

パ
ン
」

「
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
」
「
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、
コ

ロ
ッ
ケ
パ
ン
、
あ
ん
パ
ン
」
の
実
習
を

行
い
ま
し
た

。
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

香
ば
し
い
焼
き
立
て
パ
ソ
を
と
思
い
挑

戦
し
ま
し
た
。

ケ
ー
キ
作
り
で
は
、
そ
の
日
が
長
女

の
誕
生
日
と
重
な
っ
た
事
も
あ
っ
て
、

さ
っ
そ
く
習
っ
た
方
法
で
焼
い
て
み
ま

し
た
。
大
成
功
。
い
つ
も
よ
り
ふ
ん
わ

り
仕
上
が
り
、
飾
り
つ
け
も
大
変
豪
華

に
な
り
大
評
判
で
し
た
。

講
師
の
八
島
先
生
に
は
、
な
る
べ
く

手
間
を
か
け
な
い
主
婦
感
覚
の
方
法
で

し
か
も
経
済
的
に
と
材
料
の
代
用
等
も

教
え
て
頂
ぎ
、
本
当
に
手
と
り
足
と
り

の
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
八
島
先

生
の
「
料
理
は
エ
夫
次
第
」
の
言
葉
は

変
化
の
乏
し
い
我
が
家
の
メ

ニ
ュ
ー
に

一
撃
を
く
ら
っ
た
思
い
で

し
た
。
「
エ

夫
次
第
」
と
は
五
感
（
視
・
聴
・
嗅
．

味
・
触
）
と
頭
を
フ
ル
に
活
用
し
て
物

事
に
取
り
組
む
べ
し
と
い
う
教
え
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
金
さ
え
出
せ
ば
何
で
も
す

ぐ
手
に
入
る
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、

材
料
を
揃
え
道
具
を
整
え
、
手

で
こ
ね
、
時
間
を
計
り
9

火
加

減
を
見
る
、
こ
の
一
連
の
作
業

の
持
つ
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
時
間
と
心
を
か
け
て
物
を

作
り
出
す
。
我
々
が
忘
れ
か
け

て
い
た
も
の
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。と
っ
く
に
揃
え
た
材
料
を
無

駄
に
せ
ぬ
よ
う
、
明
日
こ
そ
は

こ
ん
が
り
焼
ぎ
立
て
パ
ソ
を
我

が
家
に
も
と
思
っ
て
い
ま
す
。

断
り
の
電
話
見
え
な
い
嘘
を
云
い
木

寸

嘘
で
な
い
あ
か
し
涙
の
奥
に
見
る
永

秋

嘘
う
ま
く
な
っ
て
押
売
り
追
い
返
し

ゅ

ぎ

嘘

だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
し
て
嘘
を
聞
き
な
が

す

光

恵

猿
の
絵
に
微
笑
を
さ
そ
う
年
賀
状
末

未

国
会
の
駆
け
引
ぎ
ま
る
で
猿
芝
居
女

一

毎

猿

う
ぬ
ぼ
れ
た
猿
が
見
事
に
木
か
ら
落
ち

よ
し
の
ぶ

古
代
史
の
な
ぞ
解
き
あ
か
す
出
土
品

和

雄

難
し
く
考
え
す
ぎ
て
と
け
ぬ
謎登
代
子

と
か
な
い
で
置
き
た
い
よ
う
な
な
ぞ

も

あ

る

み

ゆ

き

な

ぞ

な
ぞ
で
と
く
本
音
き
き
た
い
待
つ
心

知
ヱ
子

J l l 

柳

つ
り
は
し

第21回鹿野川川柳大会
日

場

宿

時

所

題

席題

投句締切り

会費

欠席投句

投句料

賞

乎成4年 4月29日午前10時

肱川町公民館

青、内気、気品、ピソチ、魅力、

燃える、捨て石、三枚目、波紋、

十八番。各題 3句

無し。

午前11時50分

1,000円（昼食、発表誌共）

乎成4年 4月27日着

600円（切手620円）

総合点15位まで

主

後

投句及び連絡先

797-15 喜多郡肱川町名荷谷3069

谷本一敏

つりはし川柳会

肱川町、肱川町教育委員会、肱川町観光

協会、肱川町公民館、肱川町文化協会

催

援

幾
歩
か
を
妻
遅
れ
来
る
初
詣
井

口

貞

雄

寝
正
月
地
球
半
転
し
て
居
た
り

都

築

仙

崖

書
初
の
孫
を
ほ
め
い
る
祖
母
の
顔

亀

田

美

登

雪
を
来
て
少
女
二
人
の
饒
舌
に

清
水
美
和
子

婆
一
人
越
し
て
空
家
の
梅
咲
か
り
け
り

大
野
紗
夜
子

ほ
て
り
だ
す
ほ
ほ
叩
き
つ
つ
屠
蘇
祝
う

藤
高
エ
ミ
カ

菜
畠
に
青
虫
育
つ
冬
日
和山
内
さ
か
え

真
青
な
藁
の
匂
ひ
や
注
連
作
る

宇
都
宮
ミ
チ
子

青
き
菜
を
足
し
て
七
草
粥
を
煮
る

猪

本

喜

子

初
空
や
見
え
た
る
も
の
は
山
ば
か
り

坂

根

修

煩
脳
の
身
の
程
に
あ
り
除
夜
の
鐘

桑

原

淑

子

産
土
に
参
る
枯
山

一
っ
越
え
岩

城

節

子

俳

句

石

楠

花

初
東
風
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
尾
根
に
見

ゆ

佐

藤

美

江

子
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3
 
月 の 行 事 予 定 表

1 ．肱川町防災の日 中旬 ・農業委員会

3 
1 ・防火パレード II •町議会定例会
5 ・行政相談 21 ・定例部落長会

5 ・ 23 ・心配ごと相談 ・.:・.. - —· 25 •町内各小学校卒業式（幼稚園）
8 ：・文化振輿財団セミナで 25 •お神楽（月野尾）
8 ・文化芸能発表会 ，、;. -~ ヽ i 29 • しゃくなげまつり開幕式

月 8 
・陽春院大般若 ● ＾ ] 30 ・税金等出張受入れ

17 ．肱川中学校卒業式

3/26,...___,4 /7 小中学校春休み

日

3月の日曜 d祝日当直医
当直医 i 電
曽根医院
（内子町）

村上医院
（大沙I｛市常盤町）

芳我外科医院
（内子町）

久保医院
（大洲市新谷）

堀川医院
（内子町）

肱川医院
（大洲市菅田）

宝来医院
（内子町）

三 瀬医院
（大沙I、I市八多喜）

小川医院
（内子町）

町野医院
（大洲市森山）

古川医院
（内子町）

岡部クリニック医院
（大洲市片原町）

※変更になる場合がありますので前もって連絡してか ら
お出かけ下さい。

救

話

44-2801 

24- 2346 

44- 2560 

25-0158 

4-3-0555 

25- 2915 

44- 2248 

26-0003 

44-2815 

27-0002 

44- 2407 

24-4375 

時

間

午

後

1

時

•

?
3

時

3
月
1
0
旦
火
）
天
谷
公
民
館
一

日

程

場

所

◎
家
庭
看
護
講
習
会
（
第
三
回
）

時

間

午
前
1
0
時
？

午
後
2
時

3
月
9
日
（
月
）
一中
津
集
会
所
＿

日

程

場

所

◎
高
血
圧
予
防
教
室

時

間

一午
前
9
時
30
分

?
1
1
時
30
分

3
月
6
旦
金
）
＿保
健
セ
ン
ク
ー

日

程

場

所

◎
幼
児
教
室

◎
3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日
、

3
月
1
6
日
（
月
）

（
出
す
の
は

3
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）

大
谷

・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
回
収
日

▽

日

時

3
月
10
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

時

間

一午

後

1

時

?

2
時

3
月
5
旦
木
）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
1
歳

6
か
月
児
・

3
歳
児
健
康
診
査

急 病 院

病 院 名 電 話

大、洲市立 病院 24-2151 

加 戸 病 院 24- 5101 

大、洲中央病院 24- 4551 

◎
交
通
事
故
問
題
に
関
す
る

研
修
会
の
お
知
ら
せ

現
代
の
ク
ル
マ
社
会
に
あ
っ
て
私

た
ち
は
、
交
通
法
令
を
守
っ
て
生
活

す
る
こ
と
は
最
も
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
で
も
い
つ
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
相
手
と
の
間
に
法
律
関
係

が
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
ど
の
よ
う

な
責
任
が
あ
る
の
か
お
互
い
に
基
本

的
な
勉
強
を
す
る
た
め
、
次
に
よ
っ

て
研
修
会
を
開
き
ま
す
の
で
多
数
ご

出
席
下
さ
い
。

▽

日

時

平
成
四
年
三
月
二
十
一
日
（
土
）

午
前
十
時
三
十
分

▽

場

所

肱
川
町
公
民
館
集
会
室

*

＊

*

＊

*

*

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

＊
 
＊
 
*
|

＊
＊
＊
＊
＊
 

瓜

生

谷

山

下

茂

さ

ん(85
歳）

音
吉
さ
ん

(102
歳）

上
鹿
野
川

橋本

> i 相
詠砧

日 日

-月 ‘木̀-日
万池 大福

担
願田 塚田 当

寺 千 相

睦真 鶴 圭砧火

江市 江保 員

国

■ご
璽
亘
國

◎
心
配
ご
と
案
内

▽

時

間

午

後

1

時

30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

◎
行
政
相
談

▽

日

時

3
月
5
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー

ニ
五

0
八

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 
＊
 
＊

＊

女

＊

＊

＊

中

野

大

野

健

司

さ

ん

長

男

純

平

ち

ゃ

ん

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

⑮
 
⑤
 

⑮
ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
⑮

⑮
 
⑮
 
⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

上
田
秀
夫
さ
ん
（
肱
川
町
山
槌
）

石
家
由
紀
子
さ
ん
（
肱
川
町
中
居
谷
）

▽
場

所
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